
東京都エイズ等対策指針（案）の概要

第1 HIV/エイズ、梅毒等の性感染症を取り巻く状況
第2 基本的な考え方

目標１ HIV感染症及びエイズに対する理解促進
目標２ HIVの感染拡大防止
目標３ HIV感染者の支援
目標４ 梅毒等性感染症の感染拡大防止（新たに追加）
目標を実現させるための基盤づくり

第3 目標達成に向けた施策
第4 対策の推進体制

エイズ専門家会議、東京iCDC梅毒タスクフォース、エイズ対策推進会議での検討を経て策定し、令和８年４月に公表予定

■「東京都エイズ等対策指針」の構成
エイズ対策については、現行の「東京都エイズ対策基本指針」及び「エイズ対策の新たな展開」の構成を踏襲し、新たに目標4
として性感染症対策についても明記する。

４月３月２月R８.１月

●
●

●
●

●
●

第1回エイズ専門家会議
梅毒タスクフォース

エイズ対策推進会議

第2回エイズ専門家会議
対策指針公表

■策定スケジュール

決定

資 料１−１



東京都エイズ等対策指針（案）の抜粋
■ 第1 HIV/エイズ、梅毒等の性感染症を取り巻く状況
・都の新規ＨＩＶ感染者の報告数は減少傾向だが、エイズを発症したHIV感染者の割合は近年増加傾向で２割を超える。HIV感染の早期診断に
向けた更なる施策が必要。
・社会にHIVの理解は十分でなく、感染者が高齢化する中、偏見・差別なく感染者の医療・福祉サービスが確保されなければならない。
・近年、梅毒は全国的に新規感染報告数が増加。感染経路、予防方法等において関連が深い性感染症とHIVとで対策の連携を図ることが必要。
■ 第2 基本的な考え方／第3 目標達成に向けた施策

○感染者の基本的人権の確保、偏見・差別のない社会の実現
・医療機関・社会福祉施設、教育の場、職場、地域でのHIV/エイズの
理解の促進、人権尊重の視点に立った啓発の推進

・U=U※１等の最新の正しい知識を広く普及

○新規感染の減少、エイズ発症の抑制、検査・相談体制の整備
・個別施策層、若年層、外国人の特性に応じた予防啓発の実施
・郵送検査、検査予約等へのアクセス改善による検査の利便性向上
・ケアカスケードにおける95-95-95目標※2の達成を目指す。

○総合的な医療体制の確保、医療・介護従事者のHIV/エイズの理解
促進

・エイズ診療協力病院の専門的医療の充実、地域医療との連携強化。
・医療機関と福祉施設等のHIV感染者の受入の促進

○予防啓発と医療の質の向上
・ HIVの感染拡大防止策と連携し、インターネットやSNSを活用した予

防啓発、学校、地域及び家庭における教育と連動した普及啓発
・早期診断、早期治療につなげる一般医療従事者向け講習会の実施

※１ Undetectable = Untransmittable。治療によりウイルス量が一定基準未満に抑え続けられていれば、性行為により他者に感染することはない。
※２ 第一に感染者等が検査により感染を自覚し、第二に定期的に治療を受け、第三に他者に感染させない状態にまでウイルス量を低下させるという一連のプロセスでいずれ

も95%以上を達成するという目標。（東京都の95-95-95目標の推定値︓91.7-91.9-99.7 1つ目は2022年末時点、2・3つ目は2021年末時点）

目標１ HIV感染症及びエイズに対する理解の促進

目標２ HIVの感染拡大の防止

目標３ HIV感染者の支援

目標４ 性感染症の感染拡大防止

■第4 対策の推進体制
東京都エイズ対策推進会議での庁内調整、東京都エイズ専門家会議での学識経験者との連携による対策の推進

・基礎的情報の収集・解析等、国内外の取組事例の調査研究、多様な主体との協働（PrEPの利用に関する調査研究、NPOと連携など)
目標を実現させるための基盤づくり



東京都エイズ等対策指針（案）に対するご意見
対応ご意見

第1 HIV/エイズ及び性感染症を取り巻く状況
１ HIV／エイズ

「ＰｒＥＰを利用する人に、」を削除「ＰｒＥＰを利用する人に、その適切な使用等に関して情報
提供を行う必要がある。」の「ＰｒＥＰを利用する人に、」は不
要（エイズ専門家会議疫学部会より）

国指針では「健常者と同等の生活を送ることが可能となってい
る」とあり、都も国と歩調を合わせた表現としている。「健常者」
と「HIVに感染していない人」は同義ではないことから、現行どお
りとする

「健常者」は、「HIVに感染していない人」としてはどうか。
（エイズ対策推進会議幹事会より）

第2 基本的な考え方
１ 目標 【目標２ HIVの感染拡大の防止】

調査に協力いただく学識経験者に意見を仰ぎ、都外受診者と
都内居住患者の状況に留意して実態調査を実施する。

都が独自に実施するカスケードの実態調査は、２番目と３番
目の９５は、医療機関のデータに都外の居住地の患者が含ま
れる点を考慮して実施方法を検討するのがよい。
（エイズ専門家会議より）

「95-95-95 目標の達成を目指す」と修正「95-95-95 目標の将来的な達成を目指す」とあるが、「将来
的な」は削除した方がよい。
（エイズ専門家会議疫学部会より） 3



東京都エイズ等対策指針（案）に対するご意見
対応ご意見

第3 目標達成に向けた施策
【目標４ 梅毒用等性感染症の感染拡大防止】 １（２）

指針では若年層等と「等」の部分で読み込んではいるが、実際
の取組みでは、若年層以外の年齢層が受診しづらくならないよ
う、幅広い年齢層を対象としていることについて、表現を工夫し
て打ち出していく。

「若年層等」と標記があるが、若年層へのアプローチは重要だが、
他の年齢層への対応を軽視していないのかどうかを確認したい。
（梅毒タスクフォース会議より）

第3 目標達成に向けた施策
【目標を実現させるための基盤づくり】

「海外のHIV／エイズの発生状況や動向を継続的に把握・分
析し、その知見を都のHIV／エイズ対策の充実に活かす。」と修
正

「海外のＨＩＶ/エイズの状況及び対策の分析等を通して、都
の将来の取組に役立てる。」は、「海外のHIV／エイズの発生
状況や動向を継続的に把握・分析し、その知見を都のHIV／
エイズ対策の充実に活かす。」と具体的にした方がよい。
（エイズ専門家会議疫学部会より）
東京都エイズ等対策指針体系図
【目標３ ＨＩＶ感染者の支援】

「透析ネットワークとの連携」を「透析ネットワーク、看護師等連
絡会との連携」に修正

具体的な取組例に「東京都エイズ診療拠点病院看護師等連
絡会」を追記してほしい。（エイズ専門家会議より）
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東京都エイズ等対策指針（案） 新旧対照表

旧新
第１ HIV／エイズ及び性感染症をとりまく状況
１ HIV/エイズ
（中略）
加えて、HIVの感染予防に有用な手段の一つである曝露前予防

（Pre-exposure prophylaxis。以下「ＰｒＥＰ」という。）の適応
となる対象薬が国内でも薬事承認されたことを受け、ＰｒＥＰを利用
する人に、その適切な使用等に関して情報提供を行う必要がある。

第１ HIV／エイズ及び性感染症をとりまく状況
１ HIV/エイズ
（中略）
加えて、HIVの感染予防に有用な手段の一つである曝露前予防

（Pre-exposure prophylaxis。以下「ＰｒＥＰ」という。）の適応
となる対象薬が国内でも薬事承認されたことを受け、その適切な使用
等に関して情報提供を行う必要がある。

第２ 基本的な考え方
（中略）
【目標２ ＨＩＶの感染拡大の防止】
（中略）
加えて都は、2030年までのＨＩＶ流行終息に向けたＵＮＡＩＤＳ
の国際的な目標を受けて、第一に感染者が検査により感染を自覚し、
第二に定期的に治療を受け、第三に他者に感染しない状態にまでウイ
ルス量を低下させるという一連のプロセス（以下、「ケアカスケスケード」と
いう。）において、いずれも95％以上を達成するという目標「以下「95-
95-95目標」という。）の将来的な達成を目指す。

第２ 基本的な考え方
（中略）
【目標２ ＨＩＶの感染拡大の防止】
（中略）
加えて都は、2030年までのＨＩＶ流行終息に向けたＵＮＡＩＤＳ
の国際的な目標を受けて、第一に感染者が検査により感染を自覚し、
第二に定期的に治療を受け、第三に他者に感染しない状態にまでウイ
ルス量を低下させるという一連のプロセス（以下、「ケアカスケスケード」
という。）において、いずれも95％以上を達成するという目標「以下
「95-95-95目標」という。）の達成を目指す。
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東京都エイズ等対策指針（案） 新旧対照表
旧新

第3 目標達成に向けた施策
（中略）
【目標を実現させるための基盤づくり】
（中略）
２ 国内外の取組事例の調査研究
都は、東京ｉＣＤＣやアジアの各都市の関係機関と連携し、海外の
ＨＩＶ/エイズの状況及び対策の分析等を通して、都の将来の取組に
役立てる。また、国内での各種学会発表や、ＰｒＥＰの適切な利用
等、国内外の取組事例の調査・研究に取り組む。
（中略）

第3 目標達成に向けた施策
（中略）
【目標を実現させるための基盤づくり】
（中略）
２ 国内外の取組事例の調査研究
都は、東京ｉＣＤＣやアジアの各都市の関係機関と連携し、海外の
HIV／エイズの発生状況や動向を継続的に把握・分析し、その知見を
都のHIV／エイズ対策の充実に活かす。また、国内での各種学会発
表や、ＰｒＥＰの適切な利用等、国内外の取組事例の調査・研究
に取り組む。
（中略）
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